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昭
和
二
十
六
年

三
月
三
十

一
日
講
師
関
野
克
、
同
渡
辺
武
夫
、
同
佐
藤
謙
一
二
辞
任
。

十
一
月
三
十
日
教
授
小
林
茂
、
同
安
田
新
三
郎
辞
職
。

十
二
月
三
日
前
田
廉
造
（
青
咄
）
は
東
京
芸
術
大
学
教
授
に
、
太
田
栄
吉

（
聴
雨
）
は
同
助
教
授
に
、
須
田
善
二
（
洪
中
）
は
同
講
師
に
任
命
さ
れ

る
。

同
月
二
十
日

卒

昭
和
二
十
六
年
三
月
二
十
三
日
、
第
六
十

一
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ

れ
、
左
記
の
生
徒
が
卒
業
し
た
。
同
月
二
十
三
日
か
ら
同
二
十
五

H
ま
で
学
内

で
卒
業
制
作
展
が
開
催
さ
れ
た
。
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六
月

業 助
教
授
山
本
正
義
、
講
師
奥
村
義
一―-
、
同
村
田
茂
男
辞
職
。

昭
和
二
十
六
年

四
月
工
芸
技
術
講
習
所
が
廃
止
さ
れ
、
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
工
芸
科

に
工
芸
計
画
部
門
が
増
設
さ
れ
る
。

西
域
関
係
資
料
展
観
。

石
神
井
寮
建
設
計
画
起
こ
る
。

職
員
そ
の
他

（
主
に
「
辞
令
簿
」
に
よ
る
。
）
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